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都
市
環
境
と
彫
刻

　
本
市
で
は
、
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
都
市

空
間
に
彫
刻
を
置
く
こ
と
を
推
進
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
市
内
各
地
の
公
園
・
道
路
・
駅
前

広
場
・
橋
・
建
築
物
の
外
部
空
間
等
に
一
〇
〇

体
以
上
の
彫
刻
が
設
置
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
、
こ
れ
ら
の
屋
外

彫
刻
の
実
態
調
査
を
行
い
、
併
せ
て
他
都
市
で

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
も
把
握
し
な
が
ら
、

屋
外
彫
刻
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
。

一
―
―
―
彫
刻
と
は

　
石
彫
や
木
彫
の
よ
う
に
材
料
を
彫
っ
て
作
る

こ
と
を
「
彫
刻
」
と
い
い
、
心
棒
を
つ
く
り
、

そ
れ
に
粘
土
を
付
け
て
作
る
こ
と
は
「
塑
造
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
て

　
「
彫
塑
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
一
般
的
に

は
「
彫
刻
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
や

ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
材
料
を

加
工
し
て
作
っ
た
抽
象
彫
刻
も
、
最
近
多
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
単
に
彫
刻
と
言
っ
て
も
、
そ
の
制
作
方
法
、

材
料
等
は
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
見
方
を
変
え
絵
画
と
比
較
し
て
み
る

と
、
絵
画
は
平
面
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
彫
刻

は
立
体
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
絵
画
は
視

覚
に
よ
り
、
彫
刻
は
視
覚
と
触
覚
（
美
術
館
で

は
で
き
な
い
）
に
よ
っ
て
鑑
賞
す
る
。
絵
画
は

眼
を
つ
む
っ
て
手
で
さ
わ
る
と
何
が
か
い
て
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
彫
刻
は
手
で
触
れ
る

と
、
よ
り
一
層
味
わ
い
が
深
く
な
り
、
作
者
が

表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
奥
深
い
真
実
を
感
じ

と
る
ご
と
が
で
き
る
。

　
具
象
彫
刻
の
場
合
、
作
者
は
、
モ
デ
ル
か
ら

感
じ
と
っ
た
奥
深
い
真
実
を
自
分
な
り
に
解
釈

し
、
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
彫
刻
に
表
現
し
て
い

る
。
そ
れ
を
、
鑑
賞
者
は
、
視
覚
だ
け
で
は
な

く
手
で
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
か
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
を
言
い
当
て
た
話
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
か
つ
て
、
近
代
彫
刻
の
父
と
言
わ
れ

て
い
る
ロ
ダ
ン
が
、
「
青
銅
時
代
」
と
い
う
青

年
の
裸
体
立
像
を
展
覧
会
に
出
品
し
た
と
こ

ろ
、
審
査
員
た
ち
は
、
あ
ま
り
の
生
々
し
さ

に
、
こ
の
作
品
は
モ
デ
ル
に
石
膏
を
直
付
け
し

て
制
作
し
た
も
の
と
思
い
込
み
、
落
選
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
ロ
ダ
ン
は
モ
デ
ル
に
な

っ
た
青
年
と
、
そ
の
作
品
を
並
べ
て
見
せ
、
審

査
員
の
誤
解
を
解
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
日
、
綱
島
に
モ
ニ
ュ
マ
ン
を
制
作

し
た
彫
刻
家
、
一
色
邦
彦
氏
は
、
あ
る
個
人
の

胸
像
を
制
作
し
た
と
き
、
モ
デ
ル
の
奥
底
に
あ

る
も
の
を
つ
か
み
と
る
た
め
に
、
一
ヶ
月
以
上

も
モ
デ
ル
と
寝
食
を
共
に
し
た
、
と
の
こ
と
で

あ
る
。
顔
の
表
情
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
朝
起

き
た
時
か
ら
、
夜
眠
る
時
ま
で
常
に
変
化
し
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
作
者
が
モ
デ
ル
の
奥
深
い
と

こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
真
実
を
つ
か
み
と
り
、
作

品
に
表
現
し
て
こ
そ
彫
刻
に
命
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
彫
刻
と
ド
ロ
人
形
の
違
い
は
こ

の
辺
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
ー
屋
外
彫
刻
の
流
れ

　
現
在
の
屋
外
彫
刻
は
、
銅
像
彫
刻
か
ら
始
ま

っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
明
治
九
年
、
イ
タ
リ
ア
人
ラ
グ
ー
ザ
に
よ
っ

て
洋
風
彫
刻
が
初
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
そ

山
田
泰
夫
　
塚
田
洋
一
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の
門
下
で
あ
る
大
熊
氏
広
が
九
段
に
「
大
村
益

次
郎
像
」
を
作
っ
た
の
は
明
治
二
十
六
年
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
高
村
光
雲
が
上
野
公
園

に
浴
衣
す
が
た
の
「
西
郷
隆
盛
像
」
を
作
っ
た

の
が
明
治
三
十
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
民
が

親
し
め
る
も
の
と
し
て
、
渋
谷
の
駅
前
に
「
忠

犬
ハ
チ
公
の
像
」
が
作
ら
れ
た
の
は
昭
和
九
年

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
も
渋
谷
の
ハ
チ
公
前

は
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　
横
浜
市
で
も
、
掃
部
山
公
園
で
「
井
伊
掃
部

頭
の
銅
像
」
が
市
街
地
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

井
伊
大
老
の
記
念
碑
建
立
の
計
画
は
、
明
治
十

四
年
に
発
起
さ
れ
、
明
治
三
十
六
年
に
記
念
碑



｢忠犬ハチ公の像｣の銅像」藤田文蔵作｢井伊掃部頭

建
立
か
ら
銅
像
建
設
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て

明
治
四
十
二
年
に
原
型
制
作
・
藤
田
文
蔵
、
鋳

造
・
岡
崎
雪
声
、
台
座
設
計
・
妻
木
頼
黄
に
よ

る
高
さ
四
ｍ
（
台
座
七
ｍ
）
の
銅
像
が
建
立
さ

れ
た
。
記
念
碑
か
ら
銅
像
に
変
更
さ
れ
た
の

は
、
「
大
村
益
次
郎
像
」
や
「
西
郷
隆
盛
像
」

の
影
響
を
受
け
た
ハ
マ
ッ
子
の
新
し
い
も
の
好

き
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
も
の
は
、
昭
和

二
十
九
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
正
十
三
年
に
は
、
浅
野
学
園
に
本

公
園
等
を
建
設
し
、
同
時
に
、
環
境
に
マ
ッ
チ

し
た
屋
外
彫
刻
を
積
極
的
に
設
置
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
各
地
に
百
数
十
体

の
屋
外
彫
刻
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

三

山
白
雲
制
作
に
よ
る
｢
浅
野
綜
一
郎
翁
寿
像
」

が
設
置
さ
れ
、
浅
野
学
園
の
丘
の
上
か
ら
臨
海

工
業
地
帯
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
現

在
の
も
の
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
、
「
井
伊
掃
部
頭
の
銅
像
」
と
同
様

に
、
戦
争
に
よ
る
銅
鉄
供
出
で
撤
去
さ
れ
た
も

の
を
戦
後
に
な
っ
て
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
薪
を
背
負
い
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い

る
「
二
宮
金
次
郎
の
像
」
が
学
校
の
庭
に
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
人
も
多
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
全
国

各
地
の
学
校
記
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
で
こ
そ
各
地
の
公
園
・
道
路
・
広
場
等
の

都
市
空
間
に
多
数
の
屋
外
彫
刻
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
修
景
と
し

て
彫
刻
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
都
心

部
に
お
け
る
新
し
い
試
み
と
し
て
、
く
す
の
き

広
場
・
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
・
馬
車
道
・
大
通
り

佐藤忠良作「若い女」

屋
外
彫
刻
の
設
置

　
「
屋
外
に
置
か
れ
た
彫
刻
は
、
美
術
館
の
屋
内

に
展
示
さ
れ
た
と
き
と
は
別
の
特
別
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
屋
内
の
湯
合
に
は
、

小田襄作「新風」ュスト・ロダン作「瞑想」ギオ

美
術
館
な
ど
は
実
生
活
と
は
関
わ
り
の
な
い
も

の
だ
と
い
う
、
一
種
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
考
え

方
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ひ
と
た
ぴ
野
外

に
出
て
陽
を
浴
び
、
雨
に
打
た
れ
、
雲
の
移
り

ゆ
き
を
感
ず
る
と
き
に
は
、
彫
刻
も
生
活
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
」
　
（
ヘ
ン
リ
ー
・
ム

ー
ア
。
『
彫
刻
の
森
美
術
館
作
品
集
』
か
ら
）
。

　
こ
の
言
葉
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
屋
外
に
置

か
れ
た
彫
刻
は
、
ど
こ
の
美
術
館
に
置
か
れ
た

と
き
よ
り
存
在
感
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
白
壁
の
前
に
一
定
の
光
線
を
当
て
ら
れ
て
、

画
一
的
な
台
座
の
上
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
都

市
空
間
を
背
景
に
、
時
間
の
変
化
・
四
季
の
変

化
・
気
象
の
変
化
・
見
る
距
離
の
変
化
等
い
ろ

い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、
入
場
料
を
払
い
、
作
品
集
を
買
い
、

手
を
触
れ
な
い
よ
う
に
監
視
さ
れ
な
が
ら
見
る

よ
り
も
、
通
勤
・
通
学
・
買
物
の
途
中
に
見
た

ほ
う
が
「
お
早
よ
う
」
、
「
お
帰
り
な
さ
い
」

と
話
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
で
、
親
近
感
が
わ

い
て
く
る
。
時
に
は
、
手
で
触
れ
る
こ
と
も
で

き
る
。

　
し
か
し
、
屋
外
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
、
ど
ん

な
彫
刻
を
置
い
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
設
置
場
所
と
作
品
を
厳
選
し
な
け
れ

ば
、
彫
刻
公
害
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
都

市
は
生
き
て
お
り
、
日
々
変
化
し
て
い
る
。
周

辺
の
環
境
が
変
化
し
、
彫
刻
が
そ
の
場
所
に
相

応
し
く
な
く
な
っ
た
ら
、
よ
り
良
い
場
所
に
移
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転
さ
せ
る
勇
気
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
先
日
、
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
屋
上
に
彫
刻
公

園
が
オ
ー
プ
ン
し
、
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
作
、

「
水
浴
の
女
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は

同
じ
建
物
の
四
階
に
あ
っ
た
も
の
を
屋
上
に
移

転
し
た
の
で
あ
る
が
、
太
陽
の
光
を
浴
び
、
水

を
得
た
魚
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の

を
見
る
と
、
設
置
場
所
に
よ
り
、
こ
ん
な
に
も

見
え
方
が
違
う
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
日
本
庭
園
に
燈
籠
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
都
市
空
間
に
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
た
彫
刻

は
、
街
を
訪
れ
る
人
夕
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
厳
選
さ
れ
た
場
所
と

作
品
が
も
た
ら
す
相
乗
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
シ
ヴ
イ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
（
シ

カ
ゴ
市
）
に
あ
る
ピ
カ
ソ
の
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
に

よ
る
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
の
作
品
の
脇
に
は
、

点
字
に
よ
る
説
明
文
と
小
さ
な
模
型
が
盲
人
用

に
置
か
れ
て
い
る
。
今
後
、
彫
刻
設
置
に
際
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
彫
刻
設
置
後
の
維
持
管
理
の
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
後
述
）
。

四
―
他
都
市
の
事
例

　
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
文
化
行
政
が
ブ
ー

ム
と
な
り
、
全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
彫
刻
に
関
し
て
も
例
外
で
な

く
、
各
地
の
自
治
体
で
「
彫
刻
の
あ
る
街
づ
く

り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
主
な
自
治
体

の
取
組
み
方
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
各
都
市
の
屋
外
彫
刻
設
置
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
み
る
と
、
表
―
１
の
よ
う
に
、
四
つ

の
方
式
に
分
類
で
き
る
。

　
次
に
、
屋
外
彫
刻
の
設
置
に
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
る
都
市
の
具
体
的
な
事
例
を
い
く
っ
か

紹
介
ナ
る
。

①
―
宇
部
市

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
集
め
た
市
民
か
ら
の
寄

付
金
の
残
金
で
、
高
さ
一
ｍ
ほ
ど
の
フ
ァ
ル
コ

ネ
作
「
ゆ
あ
み
す
る
女
」
と
い
う
石
膏
像
を
買

い
、
駅
前
広
湯
に
設
置
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
「
彫
刻
で
町
を
飾
る
」
話
が
生
ま

れ
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
の
元
館
長
・
故

土
方
定
一
氏
の
指
導
に
よ
り
、
昭
和
三
十
六

年
、
全
国
規
模
の
野
外
彫
刻
展
が
、
わ
が
国
で

初
め
て
の
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
現
在
で
は
、
神
戸
市
と
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
隔

年
）
形
式
で
「
現
代
日
本
彫
刻
展
」
を
開
催
し

て
お
り
、
日
本
の
彫
刻
界
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
代
彫
刻
界
の
登
龍
門
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
彫
刻
展
の
作
品
は
、
全
国
公
募
を
行
い
、
模

型
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
入
選
者
に
実
物
大
の

制
作
を
依
頼
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
常
盤

公
園
に
展
示
さ
れ
、
大
賞
の
ほ
か
各
種
の
賞
が

買
い
上
げ
賞
（
賞
金
百
五
〇
万
円
か
ら
七
〇
万

円
ま
で
一
〇
余
り
）
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。

表― 1　屋外彫刻設置までのプロセス
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宇
部
市
に
は
、
大
賞
の
ほ
か
毎
回
四
～
五
点

が
買
い
上
げ
ら
れ
、
「
街
を
彫
刻
で
飾
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
市
内
に
設
置
さ
れ
る
。
宇
部
市

で
は
、
こ
の
他
に
も
市
民
に
親
し
み
や
す
い
具

象
彫
刻
を
購
入
し
、
街
の
広
場
や
公
園
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
。

八
組
織
Ｖ
昭
和
三
十
六
年
に
「
宇
部
を
彫
刻
で

飾
る
事
業
の
事
務
局
設
置
要
綱
」
が
決
ま
り
、

中
央
運
営
委
員
、
彫
刻
委
員
、
事
務
局
を
設
置

し
た
。

　
中
央
運
営
委
員
は
、
彫
刻
家
、
建
築
家
な
ら

び
に
美
術
評
論
家
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彫

刻
委
員
は
、
地
元
の
文
化
人
で
組
織
さ
れ
て
い

る
。
事
務
局
は
市
の
関
係
者
で
、
市
長
、
助
役

以
下
関
係
部
課
長
で
組
織
さ
れ
、
事
実
上
の
推

進
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

②
―
神
戸
市

　
神
戸
市
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
、
宇
部

市
と
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
型
式
に
よ
り
「
現
代
日
本

「現代日本彫刻展」会場風景

　
彫
刻
展
」
を
須
磨
離
宮
公
園
で
開
催
し
て
い

　
る
。
こ
の
彫
刻
展
は
「
都
市
環
境
の
な
か
の
彫

　
刻
」
や
「
都
市
景
観
の
な
か
の
彫
刻
」
と
い
っ

　
た
テ
ー
マ
を
毎
回
決
め
て
、
都
市
空
間
の
中
で

の
新
し
い
彫
刻
の
あ
り
方
を
求
め
て
お
り
、
入

　
賞
作
品
は
買
い
上
げ
ら
れ
、
市
内
各
地
の
公
共

　
空
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
現
代
日
本
彫
刻
展

　
の
内
容
は
、
宇
部
市
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
神
戸
市
で
は
、
こ
の
現
代
日
本
彫
刻
展
と
隔

　
年
に
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
新
た
に
、
近
畿
圏

　
在
住
の
新
進
彫
刻
家
を
対
象
と
し
た
「
神
戸
新

　
進
彫
刻
家
の
道
大
賞
展
」
を
具
象
的
野
外
彫
刻

　
展
と
し
て
開
催
レ
だ
・
そ
し
て
ヽ
昭
和
五
十
八

　
年
に
は
各
地
の
目
ぺ
象
彫
刻
家
の
要
望
に
よ
り
、

　
こ
の
彫
刻
展
を
全
国
規
模
に
拡
大
し
、
名
称
も

　
「
神
戸
具
象
彫
刻
大
賞
展
'
8
3
」
と
改
め
、
神
戸

　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
南
公
園
で
開
催
し
た
。
具

　
象
彫
刻
界
の
登
龍
門
と
し
て
の
野
外
彫
刻
展
を

　
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
彫
刻
展
は
、
現

　
代
日
本
彫
刻
展
と
は
や
り
方
を
変
え
、
模
型
に

　
よ
る
予
備
審
査
は
行
わ
ず
、
い
き
な
り
本
体
を

　
会
場
に
持
ち
こ
み
審
査
を
行
う
や
り
方
を
と
っ

　
て
い
る
。
買
い
上
げ
賞
は
二
体
（
一
〇
〇
万
円

　
と
八
〇
万
円
）
で
、
買
い
上
げ
ら
れ
た
作
品
は

　
本
展
終
了
後
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
神
戸
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
彫
刻
展
と

　
関
連
さ
せ
て
「
彫
刻
に
よ
る
街
づ
く
り
」
を
積

　
極
的
に
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
一
五
〇

　
体
の
作
品
が
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
中
に
は
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
と
も
関
連

さ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
代
表
的
な
事
業
を
二
つ
紹
介
す
る
。

(
ア
)
　
花
と
彫
刻
の
道

　
こ
の
道
路
は
、
神
戸
市
の
顔
と
も
い
え
る
三

宮
都
心
部
を
南
北
に
貫
き
、
南
は
税
関
前
か
ら

市
役
所
、
三
宮
駅
を
経
て
、
新
神
戸
駅
へ
至
る

延
長
約
二
、
二
〇
〇
ｍ
、
幅
員
三
〇
～
五
〇
ｍ

の
道
路
で
あ
り
、
「
ポ
ー
ト
・
ピ
ア
'
8
1
」
の
開

催
に
先
立
っ
て
整
備
さ
れ
た
。

　
市
内
各
地
に
あ
る
作
品
を
移
転
し
た
り
、
彫

刻
展
等
に
よ
り
新
し
く
購
入
し
た
作
品
を
、
具

象
彫
刻
丿
抽
象
彫
刻
取
り
混
ぜ
て
設
置
し
て
い

る
。
レ
ン
ガ
舗
装
さ
れ
た
歩
道
に
等
間
隔
に
設

置
さ
れ
た
彫
刻
は
ギ
言
フ
リ
ー
風
で
あ
る
。
四

季
お
り
お
り
の
花
と
共
に
、
市
民
だ
け
で
は
な

く
神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
も
親
し
ま
れ
て
お

り
、
快
適
な
歩
行
者
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

(
イ
)
　
み
ど
り
と
彫
刻
の
み
ち

　
高
速
神
戸
駅
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
に
至
る
延
長

約
四
〇
〇
ｍ
の
道
路
は
、
中
央
体
育
館
の
前
庭

｢みどりと彫刻のみち｣

　
と
結
ば
れ
て
お
り
、
周
辺
に
は
、
中
央
図
書
館

　
等
の
公
共
施
設
、
文
化
施
設
が
多
数
立
地
し
て

　
い
る
た
め
、
神
戸
文
化
軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら

　
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
道
路
は
、
一
方
通
行
に
よ
っ
て
車
道
を

　
制
限
し
て
生
み
出
し
た
広
幅
員
の
歩
道
に
、
レ

　
ン
ガ
タ
イ
ル
で
舗
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

　
に
、
九
体
の
彫
刻
が
一
列
に
展
示
さ
れ
て
お

　
り
青
空
美
術
館
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

　
《
組
織
》
彫
刻
家
、
美
術
評
論
家
、
建
築
家
、

　
都
市
計
画
家
、
造
園
家
、
市
民
代
表
な
ど
一
〇

　
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
都
市
彫
刻
設
置
懇

　
話
会
」
が
あ
り
、
地
域
に
適
し
た
作
品
や
、
設

　
置
場
所
な
ど
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政

　
側
は
事
務
局
を
担
当
す
る
と
共
に
、
作
品
の
管

　
理
、
彫
刻
展
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

③
―
仙
台
市

　
「
杜
の
都
」
仙
台
市
は
、
昭
和
五
十
二
年
、
市

制
施
行
八
八
周
年
の
米
寿
を
祝
っ
て
「
彫
刻
の

あ
る
街
づ
く
り
」
を
始
め
た
。
こ
の
事
業
は
、

一
年
に
一
体
ず
っ
と
い
う
長
期
計
画
（
一
二
年

計
画
）
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
作
品
の
選

定
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
方
式
に
よ
り
、
内
外

の
著
名
彫
刻
家
を
選
び
、
現
地
を
実
際
に
見
て

も
ら
い
、
設
置
場
所
に
マ
ッ
チ
し
た
作
品
を
制

作
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
七
体
の
作
品
が
市
内
の
公
園
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
に
開
業
す

る
地
下
鉄
の
一
六
駅
に
彫
刻
を
置
く
「
メ
ト
ロ

52調査季報80―84. 2



ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
」
構
想
も
あ
る
。

《
組
織
》
学
識
経
験
者
七
人
、
市
議
会
議
員
三

人
、
市
職
員
三
人
か
ら
な
る
「
仙
台
市
彫
刻
の

あ
る
街
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
け
、
「
彫
刻
の

あ
る
街
づ
く
り
」
の
基
本
構
想
の
策
定
と
作
家

の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

④
―
長
野
市

　
長
野
市
で
は
、
「
都
市
に
文
化
の
香
り
を
、

そ
し
て
新
し
い
都
市
空
間
を
」
目
指
し
て
、
昭

和
四
十
八
年
か
ら
「
長
野
市
野
外
彫
刻
賞
」
を

設
け
た
。
そ
し
て
、
市
を
は
じ
め
地
元
有
力
企

業
の
協
賛
に
よ
る
基
金
を
も
と
に
、
毎
年
四
～

五
点
の
受
賞
作
品
を
街
の
中
に
設
置
し
て
い

る
。
一
点
あ
た
り
の
賞
金
は
、
約
二
五
〇
万
円

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
四
五
点
の
作
品
が
、

美
し
い
自
然
景
観
の
な
か
で
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　
ま
た
長
野
市
で
は
、
年
に
数
回
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
出
し
、
三
種
類
の
コ
ー
ス
で
「
屋
外
彫
刻

め
ぐ
り
」
を
実
施
し
、
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

《
組
織
》
こ
の
事
業
は
、
市
会
議
長
、
議
員
、

市
長
、
助
役
に
よ
る
行
政
側
と
、
地
元
の
銀

行
、
信
用
金
庫
、
報
道
関
係
な
ど
の
民
間
団
体

が
一
体
と
な
っ
た
「
長
野
市
野
外
彫
刻
賞
運
営

委
員
会
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
美
術
評
論
家
、
建
築
家
な
ど
の
専
門
家
に

よ
る
「
選
考
委
員
会
」
に
よ
っ
て
作
品
が
選
ば

れ
、
設
置
場
所
の
環
境
整
備
も
同
時
に
行
わ
れ

て
い
る
。

⑤
―
八
王
子
市

　
昭
和
五
十
年
十
一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
、

地
元
の
東
京
造
形
大
学
、
多
摩
美
術
大
学
の
先

生
や
学
生
の
制
作
し
た
彫
刻
一
二
点
を
、
市
内

に
設
置
し
た
。
こ
れ
が
「
彫
刻
の
あ
る
街
づ
く

り
」
の
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
設
立
一
〇
周
年

を
迎
え
た
八
王
子
青
年
会
議
所
の
主
催
で
「
第

一
回
八
王
子
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
経
験

者
等
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
八
王
子
市
は
、
昭

和
五
十
三
年
三
月
十
五
日
付
広
報
で
「
彫
刻
の

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
発
表
し
、
同
時
に
、
「
彫

刻
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

同
年
夏
に
は
、
主
催
が
八
王
子
市
に
変
り
、

「
第
二
回
八
王
子
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
開

催
さ
れ
、
以
後
一
年
お
き
に
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
石
彫
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
内
外
の
彫
刻
家
を
富
士
森
公
園
に
招

い
て
、
約
ニ
ケ
月
間
共
同
生
活
を
行
い
な
が
ら

制
作
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
制
作
過
程
を

一
般
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
芸
術
家

と
市
民
の
触
れ
あ
い
が
生
ま
れ
、
芸
術
が
市
民

の
身
近
か
な
も
の
と
な
る
の
に
非
常
に
役
立
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
第
一
回
八
王
子
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
時
か
ら
、
「
林
間
彫
刻
教
室
」
を
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
年
配
者
ま
で
、

毎
回
約
一
五
〇
人
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

約
三
〇
㎡
の
砂
岩
に
思
い
思
い
に
ノ
ミ
を
立
て

な
が
ら
、
指
導
に
当
っ
て
い
る
五
人
の
作
家
と

楽
し
く
交
流
し
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
創
る
楽

し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　
八
王
子
市
で
は
、
「
単
に
彫
刻
を
美
術
品
と

し
て
街
角
に
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
彫
刻
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
の
都

市
空
間
の
質
を
高
め
る
」
と
い
う
目
標
を
大
き

く
か
か
げ
て
い
る
。

　
彫
刻
の
設
置
方
法
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
方
式

の
他
、
既
製
作
品
の
購
入
、
特
定
作
家
へ
の
制

作
依
頼
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
五
一

体
（
こ
の
う
ち
三
六
体
が
石
彫
）
の
彫
刻
が
市

内
各
地
に
設
置
さ
れ
、
市
民
の
文
化
意
識
の
高

揚
に
役
立
っ
て
い
る
。

《
組
織
》
市
民
の
代
表
者
、
有
識
者
い
青
年
会

議
所
の
代
表
、
大
学
の
関
係
者
、
市
の
関
係
者

か
ら
な
る
「
彫
刻
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は

　
「
彫
刻
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
全
体
計
画
、
実
施

親柱として石彫が４体置かれている

計
画
、
彫
刻
設
置
後
の
保
守
・
管
理
、
市
民
及

び
第
三
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

⑥
―
横
浜
市
と
他
都
市
の
比
較

　
本
市
の
屋
外
彫
刻
設
置
に
対
す
る
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ

こ
で
本
市
と
他
都
市
の
屋
外
彫
刻
設
置
に
対
す

る
取
り
組
み
方
を
比
較
し
て
み
た
い
。

（
ア
）
　
他
都
市
は
、
市
が
予
算
を
組
ん
だ
事
業
と

し
て
取
組
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
本
市
で
は
、

事
業
と
し
て
の
取
組
み
は
な
く
、
民
間
企
業
、

ロ
ー
タ
リ
―
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等

か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
設
置
し
た
も
の
や
、
建

築
主
や
地
元
の
街
づ
く
り
組
織
に
対
し
、
い
ろ

い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
、
助
言
、
指
導

を
行
い
、
街
づ
く
り
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
設
置
し

た
も
の
が
多
数
あ
る
。

（
イ
）
　
設
置
場
所
を
み
る
と
、
他
都
市
は
、
道
路

や
公
園
、
公
共
建
築
物
の
前
庭
等
の
公
共
空
間

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
市
で
は
、

公
共
空
間
は
も
と
よ
り
、
民
間
建
築
物
の
外
部

空
間
や
、
屋
上
庭
園
等
に
も
多
数
の
彫
刻
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

（
ウ
）
　
他
都
市
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
、
学
識

経
験
者
や
市
民
等
に
よ
る
委
員
会
を
常
に
組
織

し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、
彫
刻
設
置
の
話
が

出
る
と
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
都
度
学
識
経
験

者
や
関
係
者
に
よ
る
委
員
会
を
組
織
し
対
応
し

て
い
る
。
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以
上
、
三
つ
の
大
き
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
五
―
―
－
横
浜
市
内
の
彫
刻
設
置

①
―
実
態
調
査
と
分
析

（
ア
）
　
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作
成
（
目
的
）

　
都
市
の
再
開
発
を
手
が
け
る
わ
れ
わ
れ
の
業

務
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
民
間
建
築

指
導
を
実
施
し
て
お
り
、
広
場
、
歩
行
者
空
間

の
創
出
と
と
も
に
、
彫
刻
の
設
置
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
こ
う
し
た
業
務
を
行
つ
て
い
く
た
め

の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
「
都
市
環
境

と
彫
刻
」
を
昭
和
五
十
四
年
に
刊
行
し
た
。

　
五
年
が
経
過
し
た
現
在
、
〝
街
づ
く
り
″
の

成
果
が
い
く
つ
も
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
彫

刻
作
品
も
一
〇
〇
体
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
事

実
を
つ
か
む
と
同
時
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
残

り
少
な
く
な
つ
た
た
め
、
今
回
新
し
く
冊
子
を

作
る
こ
と
に
し
た
。
新
し
い
彫
刻
作
品
に
つ
い

て
は
、
新
聞
の
切
り
抜
き
、
指
導
記
録
、
人
伝

え
等
か
ら
数
点
の
設
置
は
把
握
し
て
い
る
も
の

の
。
す
ベ
て
を
網
羅
し
て
い
な
い
た
め
、
改
め

て
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
イ
）
　
調
査
対
象

　
調
査
の
対
象
と
し
た
彫
刻
の
設
置
場
所
は
、

市
民
が
い
つ
で
も
出
入
り
で
き
、
自
由
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
公
共
空
間
と
半
公
共
空
間
（
公

的
空
間
）
と
し
た
。
そ
れ
は
公
園
、
道
路
、
駅

前
広
場
や
、
市
役
所
、
区
役
所
、
地
区
セ
ン
ク

ー
、
学
校
等
の
公
共
施
設
並
び
に
、
銀
行
、
デ

パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
遊
園
地
等
の
民
間
施
設

の
屋
外
、
及
び
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
等
の
屋
内
で

あ
る
。
作
品
に
つ
い
て
は
、
具
象
、
抽
象
を
問

わ
ず
、
彫
刻
及
び
レ
リ
ー
フ
（
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
含
む
）
と
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
プ
ロ
作
品

（
大
量
生
産
さ
れ
た
作
品
）
及
び
、
単
な
る
造

形
物
、
記
念
碑
、
墳
水
、
遊
具
等
は
除
く
こ
と

と
し
た
。

（
ウ
）
　
調
査
方
法

　
第
一
次
調
査
は
、
関
係
機
関
に
調
査
用
紙
で

照
会
し
回
収
し
た
。
ま
た
第
二
次
調
査
と
し

て
、
電
話
に
よ
る
問
合
せ
を
行
つ
た
。
そ
し
て

現
地
へ
行
き
、
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

写
真
を
撮
り
、
ま
と
め
た
。

（
エ
）
　
調
査
結
果
と
分
析

　
調
査
の
結
果
、
全
部
で
一
八
九
体
の
作
品
が

確
認
さ
れ
た
（
表
―
２
、
３
参
照
）
。
区
別
、

設
置
場
所
別
、
作
品
傾
向
別
、
設
置
年
代
別
に

分
類
し
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
つ
た
。

図―１　区別設置数

図―２　市内の彫刻設置箇所
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